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座長
　日本薬剤師会会長

山本信夫
　福岡県薬剤師会会長

原口亨

　日本は1961年開始の国民皆保険制度
により世界最高レベルの平均寿命と保
健医療水準を実現している。この国民
皆保険制度は、①国民全員を公的医療
保険で保障②フリーアクセス③安い医
療費で高度な医療④社会保険方式＋公
費による運営を基本とし、現役世代の
みならず、全ての世代に対し安心を提
供している。
　医薬分業の進展に伴い、保険薬局は
地域住民にとって身近なものとなっ
た。政策的な背景によりスタートし
たとも言われる当初の分業から数十
年経ち、本質的な機能や役割による
患者から評価される分業に向けた議
論がなされる中で、薬剤師、薬局が
評価されている一方、批判も存在して
いる。あわせて、薬剤師、薬局には薬
学的知見に基づく医薬品の適正使用に
基づいた医療経済的な貢献も求められ
ている。

　本分科会では、医療経済や政策から
見た薬局の現状と将来像について議論
を進める予定である。まず、社会保険
診療報酬支払基金の神田裕二理事長
に、「患者のための薬局ビジョン」を
取りまとめた当時の医薬食品局長とし
ての思いや、その後の薬剤師・薬局に
対する評価に関し私見も交えて講演い
ただく。県立広島大学大学院経営管理
研究科の遠藤邦夫教授には、シンクタ
ンクにおいて医薬分業や薬局関係に数
多く携わってきた視点に基づき、これ
からの薬局について講演いただく。横
浜市立大学医学群健康社会医学ユニッ
トの五十嵐中准教授からは、薬剤師や
薬局の活動について費用対効果の観点
も交えた評価と期待について講演いた
だく。
　最後に日本経済大学大学院経営学研
究科の赤瀬朋秀教授から、経営学的視
点に基づく薬局の戦略や、対人業務に
基づく評価につながる実践について講
演いただく。
　これらの講演をいただいた上で、シ
ンポジストの方々と討論し、今後の薬
剤師と薬局の可能性を探りたい。

（原口亨）

医療経済や政策から見た薬局の今後

座長
　日本薬剤師会常務理事

荻野構一
　豊橋市薬剤師会副会長

神谷政幸

　間もなく2025年を迎える。地域包括
ケアシステムの構築には、高齢者の生
活を地域で支えるだけでなく、小児在
宅医療についても対応可能なシステム
の構築が求められるようになってき
た。すなわち、薬剤師による在宅医療
への関わりは、医療的ケア児から緩和
ケア・ターミナルケアまでと様々であ
り、そのニーズは多様化してきている。
　本分科会では、地域包括ケアシステ
ムの実現に向け薬剤師の在宅訪問によ
る服薬管理の必要性とさらなる取り組
みの方向性を議論したい。
　基調講演として、厚生労働省医薬・
生活衛生局総務課薬局・販売制度企画
室の南亮介室長補佐からは、地域包括
ケアや多職種連携の観点から、薬剤師
は地域住民の支え手として、また地域
の専門職として何ができるのか、在宅
医療において薬剤師へ期待することに
ついて講演いただく。
　続いて、３人のシンポジストに発言
いただく。
　小児在宅医療においては、患者のラ

イフステージの切れ目をつなぐ継続的
な薬学的ケアが必要である。ココカラ
ファイン薬局砧店の川名三知代氏から
は、小児在宅医療における薬剤師の役
割について、専門医療機関の小児科医
が主治医のまま在宅移行する超重症児
たちの薬物療法を、専門医療機関と薬
局の直接の連携で支えてきた経験から
お話しいただく。
　超高齢社会においては、ますます増
加する心不全患者が、できるだけ入院
することなく安心して地域で暮らせる
ような社会システムの構築が急がれ
る。千葉大学大学院薬学研究院の高野
博之教授からは、心不全の在宅医療を
実践できる薬剤師の育成に向けた取り
組みについて紹介いただく。
　褥瘡を有する高齢者は在宅や施設に
見られ、病院から持ち帰ることもしば
しば見られる。そのため褥瘡は地域連
携や多職種連携が必要であり、経過観
察を含めた薬剤師の関わりが医師や看
護師から求められている。愛生館小林
記念病院の古田勝経氏からは、在宅褥
瘡の外用薬治療と薬剤師視点の重要性
についてお話しいただく。
　最後の討論では、多様化する在宅業
務における薬剤師の可能性を深化させ
る。

（神谷政幸）

多様化する在宅業務

座長
　日本薬剤師会専務理事

磯部総一郎
　福岡県薬剤師会常務理事

有吉俊二

　厚生労働省は2019年、主な死因別に
見た死亡率（人口10万人対）の年次推
移を公表している。死亡率１位の死因
はこの40年間、悪性新生物（癌）であ
る。この間、癌治療は入院療法から外
来療法へ移行してきている。多職種連
携、専門医療機関との連携、薬局薬剤
師と病院薬剤師との連携など、チーム
医療の重要性が注目されている。癌治
療に特化した専門医療機関連携薬局の
認定が、本年８月から始まった。本分
科会では薬局薬剤師と病院薬剤師の連
携を通じて、われわれが癌化学療法に
責任を持つ有用性を提示する。
　基調講演は ｢国立がん研究センター
から見る薬剤師･薬局の状況と期待す
るもの（病院と研究所の企画経営を統
括する立場から）｣ と題し、国立がん
研究センターの中山智紀理事長特任補
佐から、最先端の癌研究と癌医療を見
渡せる立場から、薬剤師･薬局のあり

方、薬局薬剤師と病院薬剤師に効果的
な連携と、薬剤師の専門性や教育のあ
り方について講演をいただく。
　次に、｢病院薬剤師･薬局薬剤師･が
ん治療関連学会への期待｣ と題し、福
岡大学薬学部の神村英利教授から、連
携充実加算（病院薬剤師）、特定薬剤
指導管理加算２（薬局薬剤師）の業務
内容の連携、学会が提案する認定制度
について講演をいただく。
　さらに病院薬剤師の立場から、茜会
昭和病院薬剤部の川崎美紀薬剤部長か
ら、「質の高い外来がん化学療法を目
指した連携体制への取り組み」のテー
マで、病院や学会等が開催する、病院
薬剤師と薬局薬剤師の連携に必要な研
修会の重要性について講演をいただく。
最後に薬局薬剤師の立場から、長野県
薬剤師会会営薬局の村田稔弥主任から
「外来がん化学療法における患者サポ
ートおよび薬薬連携の充実を目指して
～薬局薬剤師の立場から～」のテーマ
で、癌患者サポート体制および病院と
の連携構築の報告を講演いただく。
　最後に参加の皆様を含め、シンポジ
ストの方々と活発な議論をしたい。

（有吉俊二）

がん化学療法における薬剤師への期待

座長
　日本薬剤師会常務理事

橋場元
　小倉記念病院薬剤部部長

入江利行

　抗菌薬の不適切な使用により、薬剤
耐性菌が世界的に増加し、新たな抗菌
薬の開発も減少していることが国際的
に大きな問題となっている。日本でも、
2016年４月に薬剤耐性（以下ＡＭＲ）
対策アクションプランが公表され、
薬剤耐性菌の増加を防ぐために、①
普及啓発・教育②動向調査・監視③感
染予防・管理④抗微生物剤の適正使用
⑤研究開発・創薬⑥国際協力――の六
つの分野で目標と具体的な取り組みが
示された。
　このアクションプランはワンヘル
ス・アプローチの視野に立ち、医療、
動物、食品等の専門領域を超えた専門
家のネットワークを形成することも含
んでいる。その中でも、抗微生物薬の
適正使用とその啓発については、ＡＭ
Ｒ対策として医療に関わるすべての者
が対応すべき問題である。そして、薬
剤師の使命は「薬剤の適正使用の推進」

であることから、この問題に対して中
心的に関与すべき職種は薬剤師である
とも言える。
　本分科会では、まず、東京医科歯科
大学大学院医歯学総合研究科統合臨床
感染症学分野の具芳明教授にＡＭＲ対
策の基本と、薬剤師に望まれることに
ついて講演いただく。京都薬科大学臨
床薬剤疫学分野の村木優一教授にはＡ
ＭＲ対策における保険薬局薬剤師の協
働について講演いただく。九州大学病
院薬剤部／グローバル感染症センター
の中島貴史氏には、自施設の抗菌薬適
正使用支援チーム（ＡＳＴ）の専従者
としての活動について講演いただく。
さくら薬局の大黒幸恵氏には小児に関
わる薬局薬剤師として、これまでに実
施したＡＭＲ啓発活動と市民対象のＡ
ＭＲ教育活動について講演いただく。
　中津市立中津市民病院薬剤科の上ノ
段友里主任には地域で取り組むＡＭＲ
対策と地域住民への啓発活動について
講演いただく。これらの方々の講演か
ら、ＡＭＲ対策の必要性と共に薬剤師
としての役割を理解していただけると
幸いである。

（入江利行）

薬剤耐性（AMR）と薬剤師の役割


